
ポストリサイクルの循環型もの
づくり

循環型ものづくりの考え方が利益を
生み出す。





廃棄物の分類と処理区分
について







循環型社会におけるリサイクル財の
値段とは・・・

●金属関係（鉄・非鉄・特金）の価格は相場変動によって左右

日刊工業新聞、産業新聞等で定期的に発表されているので参
考にしてほしい。あくまでも、専業者（問屋持込み価格t/円）の
価格であり、引取の場合は収集コスト分の費用が引かれる。

●紙くずについても、古紙取扱い専業者（問屋持込み価格t/
円）の価格である。

●プラスチック類については性状、材質により価格設定は異な
るが、単一材質で成型工場などから排出されるものについては
価格を提示できる。

●木くずについては、現状、素材としての価値が高まっている
が、ほとんどがボイラー、発電燃料として使用するため、品質及
び加工費が掛かることで処理費を請求されている。



廃棄物の資源化と適正処理

従来の廃棄物処理の考え方

• 価格が安い。

• 混ぜてもなんでも引き取っ
てくれる。

• 任せておけば大丈夫。

• 所詮ゴミなんだから・・・

• 知り合いだから・・・・

• すぐにやってくれる。

廃棄物のリサイクル率の向上

• 廃棄物の許認可業者であ
り、法律に詳しい。

• 廃棄物の処理工程が明確
に開示している。

• 廃棄物からの再生原料化
について知識があり且つ排
出元に情報を提供している。

• 契約書、マニフェストを交付
している。



結果

• 不法投棄などの問題

• コストは業者任せ

• 有価の価値のあるもの
まで処理費を支払う。

• 廃棄物費用では

• ①収集運搬費

• ②加工処理（破砕・焼
却など・・・）（中間処理）

• ③最終処分場

• （埋め立て）

• 最終処分費用を削減す
ることで費用を減らす。



循環型生産（インバース・マニファクチャリング）

これまでの設計、製造の
基本的な視点

いかに効率よく、品質の
高いものを沢山つくる
か？

廃棄物処理やリサイクル
の視点はいかに安全に大
量処理できるか？

循環生産における基本的
な視点は、これまでの技
術を活用しつつ、これらの
視点に加えて、「要求され
るサービスを満足させ利
益を確保しつつ、いかに
ムダに資源・エネルギー
を消費しないで済ませる
か」にある。



リサイクル技術とライフサイクル

ライフサイクルインベトリ

• インベトリとは、一つの製品
のすべての投入資源を入
力、環境に影響を及ぼすす
べての排出物、ならびに副
産物を含むすべての生産
物をまとめて出力とし、その
全体の入出力を収支表とし
て整理することをさす。

ライフサイクルの各段階と入出力

資源採集

加工・製造段
階組・充填・
包装・配送

使用・再使用・
保守維持

リサイクル・廃
棄物処理

原材料資源

エネルギー

土地・水

その他資本
消耗分

その他の
原材料

エネルギー

排気ガス

廃液

固形廃棄物

副製品

その他の環
境影響



Re・コスト削減

リサイクル性を意識したもの造り

• 設計の段階から素材のリ
サイクル性や加工・物流で
の環境不可を削減すること
によって、総合的なコスト削
減が可能になる。

素材や生産活動を通じて環境負
荷の低減を市場にPRする

• 生産副産物を含めた製品
のコストを「見せる化」する
ことで消費者の選択肢を広
げ商品の付加価値を上げ
る。



視点・着想の視点を変えて利益に替える

例）歯に食べ物が挟まる。気になる・・・

普通は爪楊枝を使用するが・・・・

爪楊枝がない・・・・替りのものを探す・・・

何が使えるか・・・

目的に応じて使用する道具やサービスを

今まであるものだけでなく、それ以外の選択す
るものを多く考える。（知恵）
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